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(1) 調査地域：長野県全域

(2) 調査対象：県政モニター　１，２３１人

（現在の県政モニターは平成２８年７月から登録）

(3) 調査方法：郵送又はインターネット

１　調査の目的・項目

２　調査の方法

県政の課題について「県政モニターアンケート調査」を実施しました。今回の調査においては下記の

５項目について17問を設定しました。

(1) 信州の地酒普及促進・乾杯条例について

信州の地酒普及促進活動の参考とするため、「信州の地酒普及促進・乾杯条例」の認知度及び、

信州の地酒の利用状況について調査

(2) がんの予防・検診、がん相談支援センターについて

がんに関する知識の普及及び、がん検診の受診啓発の取組の参考とするため、がん検診の受診

状況などについて調査

(3) 里親制度について

里親制度の効果的な広報・啓発活動の参考とするため、里親制度の認知度などについて調査

(4) 長野県の森林・林業について

森林の恩恵を受けている県民が、みんなで森林づくりを支える仕組みとして平成20年度から

導入している、「長野県森林づくり県民税」の認知度等について調査、また、森林資源の利用を

促進するため平成28年度から進めている「信州の木自給圏構築事業」の参考とするため、長野県

産木材への関心などを調査

(5) 男女共同参画に関する意識について

効果的な男女共同参画施策の参考とするため、「男女の地位の平等感」及び「固定的性別役割

分担意識」について調査

2

(3) 調査方法：郵送又はインターネット

(4) 調査期間：平成２８年１１月２５日（金）から平成２８年１２月１２日（月）まで

３　回収結果

回収数（率） １，０１８ 人（８２．７％）

（上段 回答者数：中段 対象者数：下段 割合）【回答方法別】

郵送 インターネット

1,018 834 184

1,231 963 268

82.7% 86.6% 68.7%

75 18 57

103 20 83

72.8% 90.0% 68.7%

943 816 127

1,128 943 185

83.6% 86.5% 68.6%

（回答方法内訳）

総数

公募

全体回答率

無作為
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【男女別・年代別】

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明

6 48 102 153 220 306 175 8

0.6% 4.7% 10.0% 15.0% 21.6% 30.1% 17.2% 0.8%

2 18 36 71 115 175 105 0

0.2% 1.8% 3.5% 7.0% 11.3% 17.2% 10.3% -

4 30 66 82 105 131 70 0

0.4% 2.9% 6.5% 8.1% 10.3% 12.9% 6.9% -

- - - - - - - 8

- - - - - - - 0.8%

【職業別】

人数 割合 人数 割合

農・林・漁業 111 9.0% 95 9.3% 85.6%

商・工・サービス業 82 6.7% 62 6.1% 75.6%

488

47.9%

522

1,018

総数

回答率

回答者数

男性

女性

不明

0.8%

　　　（上段 回答者数：下段 割合）

県政モニター

登録者数

※　割合(%)はすべて、回答総数(n=1,018)に対する割合

8

51.3%

総数

100.0%

0.6%

0.2%

0.4%

4.7%

1.8%

2.9%

10.0%

3.5%

6.5%

15.0%

7.0%

8.1%

21.6%

11.3%

10.3%

30.1%

17.2%

12.9%

17.2%

10.3%

6.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不明

４ 回答状況
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商・工・サービス業 82 6.7% 62 6.1% 75.6%

自由業 23 1.9% 16 1.6% 69.6%

役員・管理職 107 8.7% 86 8.4% 80.4%

事務職・専門技術職 248 20.1% 195 19.2% 78.6%

技能・労務職 68 5.5% 54 5.3% 79.4%

主婦・主夫 163 13.2% 147 14.4% 90.2%

パート、アルバイト 185 15.0% 154 15.1% 83.2%

学生 24 1.9% 15 1.5% 62.5%

無職 137 11.1% 123 12.1% 89.8%

その他 83 6.7% 63 6.2% 75.9%

不明 - - 8 0.8% -

合計 1,231 100.0% 1,018 100.0% 82.7%

農・林・漁業

9.3%

商・工・サービス業

6.1%

自由業

1.6%

役員・管理職

8.4%

事務職・専門技術職

19.2%技能・労務職

5.3%

主婦・主夫

14.4%

パート、アルバイト

15.1%

学生

1.5%

無職

12.1%

その他

6.2%

不明

0.8%
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【地域別】

人数 割合 人数 割合

佐久地域　 126 10.2% 100 9.8% 79.4%

上小地域 138 11.2% 119 11.7% 86.2%

諏訪地域 128 10.4% 106 10.4% 82.8%

上伊那地域 75 6.1% 66 6.5% 88.0%

飯伊地域 68 5.5% 53 5.2% 77.9%

木曽地域 10 0.8% 10 1.0% 100.0%

松本地域 245 19.9% 199 19.5% 81.2%

大北地域 29 2.4% 25 2.5% 86.2%

長野地域 356 28.9% 287 28.2% 80.6%

北信地域 56 4.5% 45 4.4% 80.4%

不明 - - 8 0.8% -

合計 1,231 100.0% 1,018 100.0% 82.7%

回答率

回答者数

県政モニター

登録者数

佐久地域

9.8%

上小地域

11.7%

諏訪地域

10.4%

上伊那地域

6.5%

飯伊地域

5.2%

木曽地域

1.0%

松本地域

19.5%

大北地域

2.5%

長野地域

28.2%

北信地域

4.4%

不明

0.8%

　集計結果において、「無回答」とは、当該設問に対する回答（選択）が無いものを示す。

　※回答方法が１択の設問に対して、複数選択されているなど、正常な回答として扱えない

ものも「無回答」とする。

　「Ⅱ結果の内容」中、設問の表記は、便宜上補足（選択肢の番号など）を加えている場合

がある。また、設問の選択肢で文字数が多いものについては、本文や図表中で便宜上短く省

略している場合がある。

「４　回答状況」で「不明」とあるものは、アンケート回答の際に県政モニターID番号等の

記入がなく、回答者の属性（性別、年代等）が不明なものを示している。

(4)

(1)

５　その他

　調査結果の割合は、百分率で表記した。百分率の値は、小数点以下第2位を四捨五入し、

小数点以下第１位までを表示している。したがって、割合の合計が100％とならない場合が

ある。なお、調査の設問には単数回答と複数回答があり、複数回答の場合には割合の合計が

100％を上回ることがある。

(2)

(3)

4
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《信州の地酒普及促進・乾杯条例について》

問１問１問１問１

回答数 割合

n= 1,018 （人） （％）

189 18.6

273 26.8

552 54.2

4 0.4

　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。（○は１つ）　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。（○は１つ）　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。（○は１つ）　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。（○は１つ）

知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

＜信州の地酒普及促進・乾杯条例の認知度＞

「知っている」、「聞いたことがある」が合わせて４割超。「知らない」が５割超

●認知度は女性よりも男性の方が高くなっている。また、年代が上がるにつれて認知度が高くなっており、「知っ●認知度は女性よりも男性の方が高くなっている。また、年代が上がるにつれて認知度が高くなっており、「知っ●認知度は女性よりも男性の方が高くなっている。また、年代が上がるにつれて認知度が高くなっており、「知っ●認知度は女性よりも男性の方が高くなっている。また、年代が上がるにつれて認知度が高くなっており、「知っ

ている」または「聞いたことがある」という回答はている」または「聞いたことがある」という回答はている」または「聞いたことがある」という回答はている」または「聞いたことがある」という回答は20202020～～～～29292929歳歳歳歳ではではではでは約約約約33333333％％％％であるのにであるのにであるのにであるのに対し、対し、対し、対し、70707070歳以上では約歳以上では約歳以上では約歳以上では約62626262％％％％ととととなっなっなっなっ

てててているいるいるいる。。。。

18.6

22.4

14.5

0.0

26.8

27.6

26.4

54.2

49.8

58.8

0.4

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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22.4

14.5

0.0

20.8

5.9

9.8

19.5

20.6

29.1

27.6

26.4

16.7

12.5

20.6

26.8

30.9

25.5

33.1

49.8

58.8

83.3

66.7

73.5

63.4

49.5

53.6

37.1

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.6

男性

女性

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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問２問２問２問２

回答数 割合

n= 1,018 （人） （％）

134 13.2

100 9.8

548 53.8

222 21.8

14 1.4

お酒を飲まない／飲めない

無回答

　宴会等での乾杯は信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。（○は１つ）　宴会等での乾杯は信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。（○は１つ）　宴会等での乾杯は信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。（○は１つ）　宴会等での乾杯は信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。（○は１つ）

信州の地酒で乾杯している

乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない

特に気にしていない

＜乾杯での信州の地酒の利用状況＞

「乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」、「特に気にしていない」が合わせて６割超。「信州の

地酒で乾杯している」が１割超。「お酒を飲まない／飲めない」が約２割

●信州の地酒で乾杯している方は、男性の方が多い。また、年代が上がると信州の地酒での乾杯が増えており、●信州の地酒で乾杯している方は、男性の方が多い。また、年代が上がると信州の地酒での乾杯が増えており、●信州の地酒で乾杯している方は、男性の方が多い。また、年代が上がると信州の地酒での乾杯が増えており、●信州の地酒で乾杯している方は、男性の方が多い。また、年代が上がると信州の地酒での乾杯が増えており、

20202020代から代から代から代から40404040代では代では代では代では2222％～％～％～％～4444％であるのに対し、％であるのに対し、％であるのに対し、％であるのに対し、60606060代から代から代から代から70707070歳以上では約歳以上では約歳以上では約歳以上では約20202020％となっている。％となっている。％となっている。％となっている。

13.2

16.9

9.0

9.8

10.9

8.6

53.8

58.8

49.2

21.8

12.6

31.6

1.4

0.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

信州の地酒で乾杯している 乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない

特に気にしていない お酒を飲まない／飲めない

無回答
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16.9

9.0

4.2

3.9

2.0

12.3

19.0

21.1

10.9

8.6

12.5

6.9

11.1

12.7

9.2

7.4

58.8

49.2

56.3

65.7

68.6

59.1

47.4

41.1

12.6

31.6

27.1

20.6

18.3

14.5

22.5

30.3

0.8

1.6

0.0

2.9

0.0

1.4

2.0

0.0

男性

女性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

7



　　　

n= 648

475 73.3

344 53.1

194 29.9

66 10.2

8 1.2

問３問３問３問３

回答数

（人）

割合

（％）

飲食店やホテル・旅館での積極的な提供

購入や注文を促進するＰＲキャンペーンの実施

販売・提供価格の引き下げ

その他

無回答

問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にしていない」を選ばれ問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にしていない」を選ばれ問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にしていない」を選ばれ問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にしていない」を選ばれ

た方にお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでほしいことを選んでください。た方にお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでほしいことを選んでください。た方にお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでほしいことを選んでください。た方にお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでほしいことを選んでください。

（○はいくつでも）（○はいくつでも）（○はいくつでも）（○はいくつでも）

＜信州の地酒での乾杯を普及するための要望＞

「飲食店やホテル・旅館での積極的な提供」が７割超。「購入や注文を促進するＰＲキャンペーンの実施」が

５割超「販売・提供価格の引き下げ」が約３割。「その他」が約１割

●●●● 「飲食店「飲食店「飲食店「飲食店やホテル・やホテル・やホテル・やホテル・旅館旅館旅館旅館でのでのでのでの積極的積極的積極的積極的なななな提供」提供」提供」提供」がががが73737373....3333％％％％とととと最最最最もももも高高高高くくくく、次、次、次、次にににに「購入「購入「購入「購入やややや注文注文注文注文をををを促進促進促進促進するするするするＰＲＰＲＰＲＰＲキャンペーンのキャンペーンのキャンペーンのキャンペーンの実実実実

施」施」施」施」がががが53535353....1111％、「販売％、「販売％、「販売％、「販売・・・・提供価格提供価格提供価格提供価格のののの引下引下引下引下げげげげ」」」」29292929....9999％％％％とととと続続続続いているいているいているいている。。。。

73.3 

53.1 

29.9 

0% 20% 40% 60% 80%

飲食店やホテル・旅館での積極的な提供

購入や注文を促進するＰＲキャンペーンの実施

販売・提供価格の引き下げ

8

53.1 

29.9 

10.2 

1.2 

購入や注文を促進するＰＲキャンペーンの実施

販売・提供価格の引き下げ

その他

無回答

その他としては、「従業員による提案」、「ポスター、チラシの掲示」といった飲酒の場でのＰＲなどの意見

が見られた。
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《がんの予防・検診、がん相談支援センターについて》

問４問４問４問４

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

517 50.8% 519 51.0% 531 52.2% 201 41.2% 209 42.8%

266 26.1% 217 21.3% 178 17.5% 177 36.3% 164 33.6%

215 21.1% 264 25.9% 276 27.1% 97 19.9% 105 21.5%

2 0.2% 2 0.2% 4 0.4% 2 0.4% 2 0.4%

18 1.8% 16 1.6% 29 2.8% 11 2.3% 8 1.6%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

475 55.6% 481 56.3% 486 56.9% 201 41.5% 184 47.4%

245 28.7% 194 22.7% 168 19.7% 176 36.4% 144 37.1%

118 13.8% 164 19.2% 173 20.3% 94 19.4% 52 13.4%

0 0.0% 0 0.0% 1 0.1% 2 0.4% 0 0.0%

16 1.9% 15 1.8% 26 3.0% 11 2.3% 8 2.1%

●●●●

回答なし

　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。（○は１つ）　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。（○は１つ）　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。（○は１つ）　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。（○は１つ）

<全ての回答者で集計>

※n=1,018 (1)胃がん (2)大腸がん (3)肺がん (4)子宮頸がん (5)乳がん

(4)及び(5)は女性回答のみ（n=488）

定期的に受診している

定期的ではないが受診している

受診していない

わからない

<指針に定められる対象年齢で集計>

(1)胃がん

40歳以上男女

（n=854）

(2)大腸がん

40歳以上男女

（n=854）

(3)肺がん

40歳以上男女

（n=854）

(4)子宮頸がん

20歳以上女性

（n=484）

(5)乳がん

40歳以上女性

（n=388）

※　国の指針で定められるがん検診の対象年齢：胃がん検診50歳以上、大腸がん検診・肺がん検診・乳がん検診40歳以上、

　子宮頸がん検診20歳以上（胃がん検診は対象年齢下限が40歳から50歳に引き上げられて間もないため、今回は40歳以上で

　集計した。）

がん検診を「定期的に受診している」と回答した割合は性別では男性の方が高く、年代別では20歳代及びがん検診を「定期的に受診している」と回答した割合は性別では男性の方が高く、年代別では20歳代及びがん検診を「定期的に受診している」と回答した割合は性別では男性の方が高く、年代別では20歳代及びがん検診を「定期的に受診している」と回答した割合は性別では男性の方が高く、年代別では20歳代及び

30歳代（女性、子宮頸がん）が低くなっている。30歳代（女性、子宮頸がん）が低くなっている。30歳代（女性、子宮頸がん）が低くなっている。30歳代（女性、子宮頸がん）が低くなっている。

定期的に受診している

定期的ではないが受診している

受診していない

わからない

回答なし

＜定期的に受診することが望まれるがん検診の受診状況＞

「定期的に受診している」と「定期的ではないが受診している」が合わせて約８割

<指針に定められる対象年齢で集計>

53.2

61.2

47.7

16.7

53.0

48.6

59.4

53.6

50.4

27.0

19.2

32.3

23.3

34.8

29.2

22.5

27.2

29.8

17.5

17.3

17.6

56.7

10.6

20.9

17.2

16.5

15.3

0.1

0.1

0.1

3.3

1.5

0.0

0.0

0.1

0.0

2.2

2.2

2.2

0.0

0.0

1.3

0.8

2.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

定期的に受診している 定期的ではないが受診している 受診していない わからない 回答なし

<指針に定められる対象年齢で集計>
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問５問５問５問５

回答数

（人）

割合

（％）

267 29.1

152 16.6

151 16.5

111 12.1

111 12.1

76 8.3

56 6.1

49 5.3

48 5.2

37 4.0

●●●●

問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはない」「④わからない」を選問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはない」「④わからない」を選問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはない」「④わからない」を選問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはない」「④わからない」を選

ばれた方にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由について、あてはまるものを選んでくださばれた方にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由について、あてはまるものを選んでくださばれた方にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由について、あてはまるものを選んでくださばれた方にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由について、あてはまるものを選んでくださ

い。（○はいくつでも）い。（○はいくつでも）い。（○はいくつでも）い。（○はいくつでも）

心配なときは医療機関を受診できるから

検診費用がかかるから

がん検診の日時や場所に都合が合わないから

検査に伴う苦痛に不安があるから

n=916　　　

「心配なときは医療機関を受診できるから」が29.1％と最も高く、次に「検診費用がかかるから」が16.6％、「心配なときは医療機関を受診できるから」が29.1％と最も高く、次に「検診費用がかかるから」が16.6％、「心配なときは医療機関を受診できるから」が29.1％と最も高く、次に「検診費用がかかるから」が16.6％、「心配なときは医療機関を受診できるから」が29.1％と最も高く、次に「検診費用がかかるから」が16.6％、

「がん検診の日時や場所に都合が合わないから」が16.5％となっている。「がん検診の日時や場所に都合が合わないから」が16.5％となっている。「がん検診の日時や場所に都合が合わないから」が16.5％となっている。「がん検診の日時や場所に都合が合わないから」が16.5％となっている。

定期的に受診するのは面倒だから

理由はない/わからない

うっかり受診するのを忘れてしまっているから

がんであるとわかるのがこわいから

がん検診の受け方がわからないから

がん検診の効果に疑問をもっているから

＜がん検診を受けない理由＞

「心配なときは医療機関を受診できるから」が約３割

0 5 10 15 20 25 30 35 (%)

29.1 

16.6 

16.5 

12.1 

12.1 

8.3 

6.1 

5.3 

5.2 

4.0 

心配なときは医療機関を受診できるから

検診費用がかかるから

がん検診の日時や場所に都合が合わないから

検査に伴う苦痛に不安があるから

定期的に受診するのは面倒だから

理由はない/わからない

うっかり受診するのを忘れてしまっているから

がんであるとわかるのがこわいから

がん検診の受け方がわからないから

がん検診の効果に疑問をもっているから
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問６問６問６問６

心がけている 知っている 知らない 無回答

525（51.6） 477（46.9） 1（0.1） 15（1.5）

563（55.3） 438（43.0） 3（0.3） 14（1.4）

528（51.9） 436（42.8） 19（1.9） 35（3.4）

565（55.5） 397（39.0） 46（4.5） 10（1.0）

530（52.1） 451（44.3） 25（2.5） 12（1.2）

559（54.9） 404（39.7） 47（4.6） 8（0.8）

449（44.1） 525（51.6） 29（2.8） 15（1.5）

527（51.8） 434（42.6） 41（4.0） 16（1.6）

358（35.2） 462（45.4） 175（17.2） 23（2.3）

●●●●

がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。項目ごとにあてはまるものを選がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。項目ごとにあてはまるものを選がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。項目ごとにあてはまるものを選がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。項目ごとにあてはまるものを選

んでください（○はそれぞれ１つずつ）んでください（○はそれぞれ１つずつ）んでください（○はそれぞれ１つずつ）んでください（○はそれぞれ１つずつ）

n=1,018

たばこは吸わない

他人のたばこの煙をできるだけ避ける

お酒を飲むときは適量を心がける※１

肉と魚をバランス良く食べる

「ウイルスや細菌の感染予防と治療」ががん予防に効果があることについて、「心がけている」「知ってい「ウイルスや細菌の感染予防と治療」ががん予防に効果があることについて、「心がけている」「知ってい「ウイルスや細菌の感染予防と治療」ががん予防に効果があることについて、「心がけている」「知ってい「ウイルスや細菌の感染予防と治療」ががん予防に効果があることについて、「心がけている」「知ってい

る」と答えた割合は他の項目と比べて低く、合わせて80.6％となっている。る」と答えた割合は他の項目と比べて低く、合わせて80.6％となっている。る」と答えた割合は他の項目と比べて低く、合わせて80.6％となっている。る」と答えた割合は他の項目と比べて低く、合わせて80.6％となっている。

その他の項目では、「心がけている」「知っている」を合わせると90％を超えるが、「心がけている」の割合その他の項目では、「心がけている」「知っている」を合わせると90％を超えるが、「心がけている」の割合その他の項目では、「心がけている」「知っている」を合わせると90％を超えるが、「心がけている」の割合その他の項目では、「心がけている」「知っている」を合わせると90％を超えるが、「心がけている」の割合

は、「適度に運動する」が44.1％と低く、その他は50％超となっている。は、「適度に運動する」が44.1％と低く、その他は50％超となっている。は、「適度に運動する」が44.1％と低く、その他は50％超となっている。は、「適度に運動する」が44.1％と低く、その他は50％超となっている。

※１　１日の目安として日本酒なら１合、焼酎（25度）なら0.6合、ビールなら大瓶１本、ワインならグラス２杯まで

※２　運動の目安は、歩行などの身体活動を１日60分、また、息がはずみ汗をかく程度の運動を、１週間に60分程度

※３　BMI=体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）の二乗　35歳以上の目標値は男性21～27未満、女性21～25未満

※４　肝炎ウイルス、ヒトパピローマウイルス、ヘリコバクターピロリ（ピロリ菌）などのウイルス

塩辛い食品は控えめにする

野菜や果物を豊富に（1日350グラム以上）食べる

適度に運動する※２

適切な体重を維持する※３

ウイルスや細菌の感染予防と治療※４

＜がんの予防方法＞

ほぼすべての項目で「心がけている」「知っている」を合わせると９割超、「心がけている」が５割超

人（割合）

(%)

51.6

55.3

51.9

55.5

52.1

54.9

44.1

51.8

35.2

46.9

43.0

42.8

39.0

44.3

39.7

51.6

42.6

45.4

0.1

0.3

1.9

4.5

2.5

4.6

2.8

4.0

17.2

1.5

1.4

3.4

1.0

1.2

0.8

1.5

1.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たばこは吸わない

他人のたばこの煙をできるだけ避ける

お酒を飲むときは適量を心がける

肉と魚をバランス良く食べる

塩辛い食品は控えめにする

野菜や果物を豊富に食べる

適度に運動する

適切な体重を維持する

ウイルスや細菌の感染予防と治療
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問７問７問７問７

回答数

（人）

割合

（％）

222 21.8%

291 28.6%

500 49.1%

5 0.5%

●●●●

問８問８問８問８

回答数

（人）

割合

（％）

384 74.9%

228 44.4%

143 27.9%

県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院などに「がん相談県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院などに「がん相談県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院などに「がん相談県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院などに「がん相談

支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」をご存知ですか。（○は１つ）支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」をご存知ですか。（○は１つ）支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」をご存知ですか。（○は１つ）支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」をご存知ですか。（○は１つ）

n=1,018

知っている

聞いたことがある

知らない

がん相談支援センターを「知っている」「聞いたことがある」を合わせた割合は50.4％となっている。がん相談支援センターを「知っている」「聞いたことがある」を合わせた割合は50.4％となっている。がん相談支援センターを「知っている」「聞いたことがある」を合わせた割合は50.4％となっている。がん相談支援センターを「知っている」「聞いたことがある」を合わせた割合は50.4％となっている。

問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。

「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○はいくつでも）「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○はいくつでも）「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○はいくつでも）「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○はいくつでも）

n=513

無回答

あなたがお住まいの地域のがん相談支援センター設置病院がどこか

がん患者の療養上の相談を行っていること

セカンドオピニオン（※）の提示が可能な医師の紹介を行っていること

※治療方法などについて現在の主治医以外の医師に意見を求めること

その病院に通院していなくても、誰でも無料で利用できること

＜がん相談支援センターの認知状況＞

がん相談支援センターを「知っている」「聞いたことがある」を合わせた割合は約５割

＜がん相談支援センターの機能について知っていること＞

「地域のがん相談支援センター設置病院がどこか」は７割超が知っているが、「がん患者の療養上の

相談を行っていること」を知っているのは４割超

101 19.7%

80 15.6%

78 15.2%

71 13.8%

54 10.5%

●●●● 居住地のがん相談支援センターが設置されている病院を知っていると答えた割合は74.9％であったが、そ居住地のがん相談支援センターが設置されている病院を知っていると答えた割合は74.9％であったが、そ居住地のがん相談支援センターが設置されている病院を知っていると答えた割合は74.9％であったが、そ居住地のがん相談支援センターが設置されている病院を知っていると答えた割合は74.9％であったが、そ

の他の項目は50％を下回っている。の他の項目は50％を下回っている。の他の項目は50％を下回っている。の他の項目は50％を下回っている。

その病院に通院していなくても、誰でも無料で利用できること

地域の病院の診療機能、入院・外来の待ち時間に関する情報提供を行っていること

診療従事者（医師等）の専門分野・経歴等に関する情報提供を行っていること

仕事に関する相談（会社の休業制度や就労支援など）を行っていること

アスベストによる肺がん等に関する医療相談を行っていること

74.9%

44.4%

27.9%

19.7%

15.6%

15.2%

13.8%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

居住地のがん相談支援センター設置病院

がん患者の療養上の相談

セカンドオピニオンの提示が可能な医師の紹介

その病院に通院していなくても、誰でも無料で利用できる

地域の病院の診療機能、待ち時間に関する情報提供

診療従事者（医師等）の専門分野・経歴等に関する情報提供

仕事に関する相談（会社の休業制度や就労支援など）

アスベストによる肺がん等に関する医療相談
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《里親制度について》

問９問９問９問９

回答数

（人）

割合

（％）

498 48.9%

388 38.1%

129 12.7%

3 0.3%無回答

n=1,018

知っている

聞いたことがある

知らない

＜里親制度里親制度里親制度里親制度のののの認知度認知度認知度認知度＞

里親制度を「知っている」が約５割、「聞いたことがある」が約４割

里親制度をご存知でしたか。（○は１つ）里親制度をご存知でしたか。（○は１つ）里親制度をご存知でしたか。（○は１つ）里親制度をご存知でしたか。（○は１つ）

●全体では、「知っている」が●全体では、「知っている」が●全体では、「知っている」が●全体では、「知っている」が48.948.948.948.9％と最も高く、「知っている」と「聞いたことがある」をあわせると９割弱となる。％と最も高く、「知っている」と「聞いたことがある」をあわせると９割弱となる。％と最も高く、「知っている」と「聞いたことがある」をあわせると９割弱となる。％と最も高く、「知っている」と「聞いたことがある」をあわせると９割弱となる。

また、男女別では「知っている」と回答した女性の割合はまた、男女別では「知っている」と回答した女性の割合はまた、男女別では「知っている」と回答した女性の割合はまた、男女別では「知っている」と回答した女性の割合は58.658.658.658.6％、男性の割合は％、男性の割合は％、男性の割合は％、男性の割合は39.739.739.739.7％で、女性のほうが関心が％で、女性のほうが関心が％で、女性のほうが関心が％で、女性のほうが関心が

高いことが伺える。高いことが伺える。高いことが伺える。高いことが伺える。

52.8

39.7 

41.1

42.0 

13.7

18.2 

0.3

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

問10問10問10問10

回答数

（人）

割合

（％）

177 35.5%

173 34.7%

148 29.7%養子縁組里親は知っていたが、養育里親は知らなかった

n=498

養育里親、養子縁組里親といった種類があることも知っていた

制度があるということだけを知っていた

58.6 34.2 6.8 

0.4 

女性

●●●● 里親制度里親制度里親制度里親制度をををを「知「知「知「知っているっているっているっている」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした人人人人のうちのうちのうちのうち、里親制度、里親制度、里親制度、里親制度のののの内容内容内容内容までまでまでまで知知知知っているっているっているっている人人人人はははは35353535....5555％％％％でありでありでありであり、「制度、「制度、「制度、「制度があがあがあがあ

ることだけることだけることだけることだけ」、「養育里親」、「養育里親」、「養育里親」、「養育里親はははは知知知知らなかったらなかったらなかったらなかった」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした人人人人はははは合合合合わせてわせてわせてわせて６６６６割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。

＜里親制度里親制度里親制度里親制度のののの詳細詳細詳細詳細＞

里親制度を「知っている」と回答した人のうち、「養育里親、養子縁組里親といった種類があることも

知っていた」、「制度があるということだけを知っていた」と回答した人が３割超

問９で「①知っている」を選ばれた方にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程度ご存知問９で「①知っている」を選ばれた方にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程度ご存知問９で「①知っている」を選ばれた方にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程度ご存知問９で「①知っている」を選ばれた方にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程度ご存知

でしたか。（○は１つ）でしたか。（○は１つ）でしたか。（○は１つ）でしたか。（○は１つ）

13



問11問11問11問11

回答数

（人）

割合

（％）

396 45.9%

196 22.7%

97 11.3%

83 9.6%

20 2.3%

18 2.1%

52 6.0%

n=862

テレビ

インターネットのホームページ

その他

新聞記事

身近な人から

市町村広報誌

ラジオ

＜里親制度里親制度里親制度里親制度をどこでをどこでをどこでをどこで知知知知ったかったかったかったか＞

「テレビ」が４割超、「新聞記事」が２割超

問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。里親制度問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。里親制度問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。里親制度問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。里親制度

をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（○は１つ）をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（○は１つ）をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（○は１つ）をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（○は１つ）

●「テレビ」が●「テレビ」が●「テレビ」が●「テレビ」が45.945.945.945.9％と最も高く、次いで「新聞記事」が％と最も高く、次いで「新聞記事」が％と最も高く、次いで「新聞記事」が％と最も高く、次いで「新聞記事」が22.722.722.722.7％、「身近な人から」が％、「身近な人から」が％、「身近な人から」が％、「身近な人から」が11.311.311.311.3％となっている。％となっている。％となっている。％となっている。

45.9

22.7

11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

テレビ

新聞記事

身近な人から 11.3

9.6

2.3

2.1

6.0

身近な人から

市町村広報誌

ラジオ

ホームページ

その他

その他としては、「チラシ」、「学校の授業・研修」などの回答が見られた。

14



《長野県の森林・林業について》

問12問12問12問12

　　　

回答数（人） 割合（％） 回答数（人） 割合（％）

名称、税額を知っており、使い道もよく知っている 40 3.9% 81 9.8%

名称、税額を知っており、使い道もある程度知っている 240 23.6% 284 34.3%

名称、税額を知っているが、使い道はよくわからない 194 19.1% 114 13.8%

名称は知っているが、税額や使い道は知らない 321 31.5% 227 27.4%

名称、税額、使い道ともに知らない 221 21.7% 118 14.2%

無回答 2 0.2% 5 0.6%

（参考）

　平成27年度 n=829

平成28年度　n=1,018

県では、平成県では、平成県では、平成県では、平成20202020年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、県民年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、県民年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、県民年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、県民

の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（H20H20H20H20～～～～H27H27H27H27）で約２万９千ｈａの里山の森林整備を進）で約２万９千ｈａの里山の森林整備を進）で約２万９千ｈａの里山の森林整備を進）で約２万９千ｈａの里山の森林整備を進

めました。めました。めました。めました。

以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選んでくだ以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選んでくだ以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選んでくだ以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選んでくだ

さい。（○は１つ）さい。（○は１つ）さい。（○は１つ）さい。（○は１つ）

＜森林税の認知度＞

名称、税額に加え、使い道を知っている方が３割近く、名称のみを知っている方を含めると認知度

は

●森林税の認知度は、税額、使い道を知らない人も含めて●森林税の認知度は、税額、使い道を知らない人も含めて●森林税の認知度は、税額、使い道を知らない人も含めて●森林税の認知度は、税額、使い道を知らない人も含めて78.178.178.178.1％。％。％。％。

●「名称は知っているが、税額や使い道を知らない」が●「名称は知っているが、税額や使い道を知らない」が●「名称は知っているが、税額や使い道を知らない」が●「名称は知っているが、税額や使い道を知らない」が31.531.531.531.5％と最も高く、次いで「名称、税額は知っており、使い道もある％と最も高く、次いで「名称、税額は知っており、使い道もある％と最も高く、次いで「名称、税額は知っており、使い道もある％と最も高く、次いで「名称、税額は知っており、使い道もある

程度知っている」（程度知っている」（程度知っている」（程度知っている」（23.623.623.623.6％）、「名称、税額、使い道ともに知らない」（％）、「名称、税額、使い道ともに知らない」（％）、「名称、税額、使い道ともに知らない」（％）、「名称、税額、使い道ともに知らない」（21.721.721.721.7％）と続いている。上位は、前年度と同じ３項目。％）と続いている。上位は、前年度と同じ３項目。％）と続いている。上位は、前年度と同じ３項目。％）と続いている。上位は、前年度と同じ３項目。

3.9 23.6 19.1 31.5 21.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

名称、税額を知っており、使い道もよく知っている 名称、税額を知っており、使い道もある程度知っている

名称、税額を知っているが、使い道はよくわからない 名称は知っているが、税額や使い道は知らない

名称、税額、使い道ともに知らない 無回答

15

9.1

4.2

4.1

0.0

1.9

0.0

0.0

3.3

4.6

3.9

34.7

27.7

21.8

18.3

10.8

10.5

16.0

18.8

28.2 

23.6

26.8

23.2

15.0

15.0

11.8

14.5

2.0

16.6

21.4 

19.1

21.2

31.7

37.7

34.0

34.3

25.3

34.0

32.6

30.3 

31.5

8.2

12.8

21.0

32.7

41.1

49.7

48.0

28.6

15.3 

21.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

女性

男性

全体

15



問13問13問13問13

　　　

回答数（人） 割合（％） 回答数（人） 割合（％）

関心は高まった 118 11.6% 109 13.1%

どちらかといえば関心は高まった 383 37.6% 332 40.0%

変わらない 405 39.8% 253 30.5%

どちらかといえば関心は低くなった 14 1.4% 14 1.7%

関心は低くなった 16 1.6% 8 1.0%

わからない 81 8.0% 101 12.2%

無回答 1 0.1% 12 1.5%

（参考）

　平成27年度 n=829

平成28年度 n=1,018

県では森林税活用した里山の整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森林や木材県では森林税活用した里山の整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森林や木材県では森林税活用した里山の整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森林や木材県では森林税活用した里山の整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森林や木材

について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組に対する支援について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組に対する支援について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組に対する支援について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組に対する支援

等を行っています。等を行っています。等を行っています。等を行っています。

このような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しましたか。あてこのような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しましたか。あてこのような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しましたか。あてこのような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しましたか。あて

＜森林税を活用した取組を通じた「森林」に対する関心の変化＞

「関心は高まった」と「どちらかといえば関心は高まった」を合わせて約５割、年齢が高い方の「関心は

高まった」の割合が高い傾向

●「変わらない」が●「変わらない」が●「変わらない」が●「変わらない」が39.839.839.839.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば関心は高まった」が％と最も高く、次いで「どちらかといえば関心は高まった」が％と最も高く、次いで「どちらかといえば関心は高まった」が％と最も高く、次いで「どちらかといえば関心は高まった」が37.637.637.637.6％となっている。上位は、前年度と同％となっている。上位は、前年度と同％となっている。上位は、前年度と同％となっている。上位は、前年度と同

じ３項目じ３項目じ３項目じ３項目

11.6 37.6 39.8 8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

関心は高まった どちらかといえば関心は高まった

変わらない どちらかといえば関心は低くなった

関心は低くなった わからない

無回答

17.0

15.6

9.5

8.4

2.9

6.1

0.0

11.4

11.8

40.6

39.9

32.2

36.6

42.1

33.4

20.0

39.5

35.8 

29.1

35.6

47.4

44.3

43.9

43.3

60.0

35.8

43.5 

7.6

5.0

8.3

9.4

11.1

15.1

20.0

11.1

5.0 

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

女性

男性
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問14問14問14問14

　　　

n=1,018

78 7.7%

390 38.3%

266 26.1%

175 17.2%

27 2.7%

71 7.0%

11 1.1%

回答数

（人）

割合

（％）

現在住んでいる市町村産の木材を使いたい

無回答

長野県産の木材を使いたい

国産の木材を使いたい

木材を使いたいが、産地にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい（木造以外の建築にしたい）

わからない

長野県内長野県内長野県内長野県内のののの森林森林森林森林でででで生産生産生産生産されたされたされたされた木材木材木材木材をををを「長野県産材」「長野県産材」「長野県産材」「長野県産材」とととと言言言言いますいますいますいます。県。県。県。県ではではではでは木造住宅木造住宅木造住宅木造住宅のののの建築建築建築建築などなどなどなど、、、、

県産材県産材県産材県産材をををを利用利用利用利用するするするする取組取組取組取組にににに支援支援支援支援をしていますをしていますをしていますをしています。。。。あなたがあなたがあなたがあなたが仮仮仮仮にににに住宅住宅住宅住宅をををを建築建築建築建築またはリフォームをされるまたはリフォームをされるまたはリフォームをされるまたはリフォームをされる

場合、使用場合、使用場合、使用場合、使用するするするする材料材料材料材料とそのとそのとそのとその産地産地産地産地についてどうおについてどうおについてどうおについてどうお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

（○（○（○（○はははは１１１１つつつつ））））

＜住宅建築及びリフォームを行う際、使用したい材の産地＞

「長野県産の木材を使いたい」が約４割、「国産材」が３割弱、「市町村産材」を及び「産地にこだわら

ない」を含めると約９割が木材を利用した住宅建築及びリフォームを望んでいる。

●長野県産の木材を使いたいが、●長野県産の木材を使いたいが、●長野県産の木材を使いたいが、●長野県産の木材を使いたいが、38.338.338.338.3％で最も高く、次いで国産材（％で最も高く、次いで国産材（％で最も高く、次いで国産材（％で最も高く、次いで国産材（26.126.126.126.1％）と続いている。市町村産材及び産％）と続いている。市町村産材及び産％）と続いている。市町村産材及び産％）と続いている。市町村産材及び産

地にこだわらないを含めると地にこだわらないを含めると地にこだわらないを含めると地にこだわらないを含めると89.389.389.389.3％が木材を利用した住宅建築及びリフォームを望んでいる。％が木材を利用した住宅建築及びリフォームを望んでいる。％が木材を利用した住宅建築及びリフォームを望んでいる。％が木材を利用した住宅建築及びリフォームを望んでいる。

12.5

0.0

7.7

12.8

46.9

38.3

41.0

16.3

26.1

13.4

22.4

17.2

16.3

14.3

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳

18～19歳

全体

現在住んでいる市町村の木材を使いたい 長野県産材を使いたい

国産の木材を使いたい 木材を使いたいが、産地にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい わからない

無回答

17

9.2

8.8

5.5

9.2

2.1

12.5

0.0

42.7

39.5

41.7

38.5

31.3

12.8

46.9

22.2

22.5

29.5

22.1

36.0

41.0

16.3

15.7

19.1

15.6

15.3

21.9

13.4

22.4

5.1

4.9

6.3

12.3

4.8

16.3

14.3

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

8.5

10.1

6.0

6.7

44.7

33.7

36.2

38.5

26.5

25.0

27.2

25.8

11.0

20.8

17.4

18.9

6.2

6.8

7.2

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南信

東信

中信

北信

現在住んでいる市町村の木材を使いたい 長野県産材を使いたい

国産の木材を使いたい 木材を使いたいが、産地にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい わからない

無回答

17



問15問15問15問15 　　　

n=1,018

63 6.2%

321 31.5%

353 34.7%

189 18.6%

13 1.3%

65 6.4%

14 1.4%

回答数

（人）

割合

（％）

現在住んでいる市町村産の木材で地元で加工された製品を使いたい

無回答

長野県産の木材で県内加工された製品を使いたい

国産の木材で国内加工された製品を使いたい

木材を使いたいが、産地と加工された場所にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい

わからない

家具、食器等家具、食器等家具、食器等家具、食器等についてについてについてについて使用使用使用使用するするするする材料材料材料材料のののの産地産地産地産地とととと加工加工加工加工されたされたされたされた場所場所場所場所をどうおをどうおをどうおをどうお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまあてはまあてはまあてはま

るものをるものをるものをるものを選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。（○。（○。（○。（○はははは１１１１つつつつ））））

＜家具等に使用する材料の産地及び加工場所＞

「国産の木材で国内加工された製品」が３割超、「長野県産の木材で県内加工された製品」が約３

割、「市町村産材」及び「産地にこだわらない」を含めると約９割が木材を利用した家具、食器等の利用

を望んでいる。

●国産●国産●国産●国産のののの木材木材木材木材でででで国内加工国内加工国内加工国内加工されたされたされたされた製品製品製品製品をををを使使使使いたいがいたいがいたいがいたいが((((34343434....7777％％％％))))でででで最最最最もももも高高高高くくくく、次、次、次、次いでいでいでいで長野県産長野県産長野県産長野県産のののの木材木材木材木材でででで県内加工県内加工県内加工県内加工ささささ

れたれたれたれた製品製品製品製品をををを使使使使いたいがいたいがいたいがいたいが（（（（31313131....5555％）％）％）％）とととと続続続続いているいているいているいている。市町村産材及。市町村産材及。市町村産材及。市町村産材及びびびび産地産地産地産地にこだわらないをにこだわらないをにこだわらないをにこだわらないを含含含含めるとめるとめるとめると((((91919191....0000％％％％))))がががが木材木材木材木材

をををを利用利用利用利用したしたしたした家具、食器等家具、食器等家具、食器等家具、食器等のののの利用利用利用利用をををを望望望望んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。

12.6

0.0

6.2

14.9

18.3

31.5

38.8

42.7

34.7

21.6

22.4

18.6

16.6

12.2

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳

18～19歳

全体

現在住んでいる市町村産 長野県産材 国産の木材を使いたい

産地にはこだわらない 木材以外の材料 わからない

無回答
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8.6

6.6

3.7

5.9

4.0

12.6

0.0

37.1

32.3

34.9

28.7

25.5

14.9

18.3

30.6

33.2

33.9

36.3

42.6

38.8

42.7

15.6

21.3

18.3

15.9

18.0

21.6

22.4 16.6

5.1

4.9

5.9

9.1

7.8

12.2

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

5.8

8.7

6.0

4.9

31.9

27.4

31.1

34.3

36.1

36.7

38.1

29.9

18.9

18.1

16.5

20.1

5.3

7.2

4.7

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南信

東信

中信

北信

現在住んでいる市町村産 長野県産材 国産の木材を使いたい

産地にはこだわらない 木材以外の材料 わからない
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《男女共同参画に関する意識について》

問16　問16　問16　問16　

回答数 割合 回答数 割合

（人） （％） （人） （％）

136 13.4 213 20.9

423 41.6 442 43.4

315 30.9 225 22.1

59 5.8 40 3.9

22 2.2 10 1.0

48 4.7 64 6.3

15 1.5 24 2.4

回答数 割合 回答数 割合

（人） （％） （人） （％）

166 16.3 176 17.3

414 40.7 603 59.2

261 25.6 124 12.2

56 5.5 36 3.5

19 1.9 18 1.8

81 8.0 43 4.2

（１）家庭生活 （２）職場

男性の方が優遇されている 男性の方が優遇されている

どちらかといえば

男性の方が優遇されている

どちらかといえば

男性の方が優遇されている

男女平等である 男女平等である

どちらかといえば

女性の方が優遇されている

どちらかといえば

女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている 女性の方が優遇されている

わからない わからない

無回答 無回答

（３）地域活動の場

（自治会やNPOなど）

（４）社会全体として

男性の方が優遇されている 男性の方が優遇されている

どちらかといえば

男性の方が優遇されている

どちらかといえば

男性の方が優遇されている

男女平等である 男女平等である

どちらかといえば

女性の方が優遇されている

どちらかといえば

女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている 女性の方が優遇されている

わからない わからない

＜男女の地位の平等感＞

「社会全体として」では、「男性の方が優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」が合わせて８割弱

次の（１）から（４）までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたのお次の（１）から（４）までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたのお次の（１）から（４）までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたのお次の（１）から（４）までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたのお

考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つ）考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つ）考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つ）考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つ）

n=1,018 n=1,018

n=1,018n=1,018

19 

81 8.0 43 4.2

21 2.1 18 1.8無回答 無回答

　●社会全体では、男女の地位について、76.5％が「男性の方が優遇」されていると考えている。　●社会全体では、男女の地位について、76.5％が「男性の方が優遇」されていると考えている。　●社会全体では、男女の地位について、76.5％が「男性の方が優遇」されていると考えている。　●社会全体では、男女の地位について、76.5％が「男性の方が優遇」されていると考えている。

　　男女別にみると、「男性の方が優遇」されていると考える人は、男性（72.5％）よりも女性（81.1％）に多い。　　男女別にみると、「男性の方が優遇」されていると考える人は、男性（72.5％）よりも女性（81.1％）に多い。　　男女別にみると、「男性の方が優遇」されていると考える人は、男性（72.5％）よりも女性（81.1％）に多い。　　男女別にみると、「男性の方が優遇」されていると考える人は、男性（72.5％）よりも女性（81.1％）に多い。

わからない わからない

13.4 

20.9 

16.3 

17.3 

12.5 

22.3 

41.6 

43.4 

40.7 

59.2 

60.0 

58.8 

30.9 

22.1 

25.6 

12.2 

15.3 

8.4 

5.8 

3.9 

5.5 

3.5 

4.2 

2.9 

2.2 

1.0 

1.9 

1.8 

3.1 

0.4 

4.7 

6.3 

8.0 

4.2 

3.8 

4.7 

1.5 

2.4 

2.1 

1.8 

1.1 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活

職場

地域活動

（自治会やNPOなど）

社会全体として

男性

女性

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

「社会全体と

して」の内訳
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問17　問17　問17　問17　

回答数（人） 割合（％）

賛成 24 2.4

どちらかといえば賛成 237 23.3

どちらかといえば反対 350 34.4

反対 294 28.9

わからない 79 7.8

無回答 34 3.3

H28年度　n=1,018

●性別によって役割を固定する考えに「反対」または「どちらかといえば反対」する割合は、63.3％となっている。●性別によって役割を固定する考えに「反対」または「どちらかといえば反対」する割合は、63.3％となっている。●性別によって役割を固定する考えに「反対」または「どちらかといえば反対」する割合は、63.3％となっている。●性別によって役割を固定する考えに「反対」または「どちらかといえば反対」する割合は、63.3％となっている。

　「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、男性57.5％、女性69.7％で12.2ポイントの差となっている。　「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、男性57.5％、女性69.7％で12.2ポイントの差となっている。　「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、男性57.5％、女性69.7％で12.2ポイントの差となっている。　「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、男性57.5％、女性69.7％で12.2ポイントの差となっている。

＜性別によって役割を固定する意識＞

「男は仕事、女は家庭」という考え方に、「どちらかといえば反対」、「反対」が合わせて６割超。女性に比

べて男性の方が性別によって役割を固定する割合が高い。

2.4 

3.3 

1.4 

23.3 

27.4 

18.6 

7.8 

8.4 

7.2 

34.4 

32.2 

36.5 

28.9 

25.3 

33.2 

3.3 

3.4 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全

体

男

性

女

賛成 どちらかと言えば賛成 わからない どちらかと言えば反対 反対 無回答

「男「男「男「男はははは仕事、女仕事、女仕事、女仕事、女はははは家庭」家庭」家庭」家庭」というというというという、性別、性別、性別、性別によってによってによってによって役割役割役割役割をををを固定固定固定固定するするするする考考考考ええええ方方方方についてについてについてについて、、、、あなたはどうあなたはどうあなたはどうあなたはどう思思思思いまいまいまいま

すかすかすかすか。（○。（○。（○。（○はははは１１１１つつつつ））））

20 

●年代別では、「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、20代（77.1％）で最も高く、70歳以上（51.4％）●年代別では、「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、20代（77.1％）で最も高く、70歳以上（51.4％）●年代別では、「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、20代（77.1％）で最も高く、70歳以上（51.4％）●年代別では、「反対」または「どちらかといえば反対」とする割合は、20代（77.1％）で最も高く、70歳以上（51.4％）

で最も低くなっている。で最も低くなっている。で最も低くなっている。で最も低くなっている。

1.4 18.6 7.2 36.5 33.2 3.1 

性

女

性

0.0 

0.0 

3.9 

2.6 

0.9 

2.0 

4.6 

50.0 

12.5 

24.5 

17.6 

20.0 

25.2 

29.7 

0.0 

8.3 

7.8 

15.0 

9.1 

5.2 

4.6 

16.7 

41.7 

35.3 

33.3 

32.7 

35.9 

32.0 

33.3 

35.4 

26.5 

30.7 

35.0 

29.4 

19.4 

0.0 

2.1 

2.0 

0.7 

2.3 

2.3 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

賛成 どちらかと言えば賛成 わからない どちらかと言えば反対 反対 無回答
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ⅢⅢⅢⅢ 調調調調 査査査査 票票票票
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＊モニターIDについては、郵送した封筒の宛名の下段に記載してあります。(数字８桁）

知っている 聞いたことがある 知らない

【お願い】

アンケート回答の前に県政モニターID

番号を左の枠内に記入してください。

記載欄（ﾓﾆﾀｰIDが不明な場合のみ記載してください）

県政モニターID番号がご不明の場合ご不明の場合ご不明の場合ご不明の場合

はお手数ですが本人確認のため、お名

前、生年月日を右側の記載欄にご記入

をお願いします。

【記載例】　　　長野 太郎

　　　　　　（昭和22年2月22日）

氏　　名（　　 　　　　　　　　　　　）

生年月日（　　 　年　 　　月　 　　日）

【信州の地酒普及促進・乾杯条例について】【信州の地酒普及促進・乾杯条例について】【信州の地酒普及促進・乾杯条例について】【信州の地酒普及促進・乾杯条例について】

問２問２問２問２ 　宴会等での乾杯は、信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。　宴会等での乾杯は、信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。　宴会等での乾杯は、信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。　宴会等での乾杯は、信州の地酒（日本酒、ワイン等）で行っていますか。

（〇は１つ）（〇は１つ）（〇は１つ）（〇は１つ）

　県内の日本酒とワインの醸造所数はどちらも全国第２位で、風土を活かした特色ある信州の地　県内の日本酒とワインの醸造所数はどちらも全国第２位で、風土を活かした特色ある信州の地　県内の日本酒とワインの醸造所数はどちらも全国第２位で、風土を活かした特色ある信州の地　県内の日本酒とワインの醸造所数はどちらも全国第２位で、風土を活かした特色ある信州の地

酒の生産が盛んです。酒の生産が盛んです。酒の生産が盛んです。酒の生産が盛んです。

　県では、乾杯を通じて長野県の酒造業をはじめとした関連産業の振興を図り、地域の活性化に　県では、乾杯を通じて長野県の酒造業をはじめとした関連産業の振興を図り、地域の活性化に　県では、乾杯を通じて長野県の酒造業をはじめとした関連産業の振興を図り、地域の活性化に　県では、乾杯を通じて長野県の酒造業をはじめとした関連産業の振興を図り、地域の活性化に

寄与することを目的に、平成27年12月「信州の地酒普及促進・乾杯条例」（＝「乾杯条例」）を寄与することを目的に、平成27年12月「信州の地酒普及促進・乾杯条例」（＝「乾杯条例」）を寄与することを目的に、平成27年12月「信州の地酒普及促進・乾杯条例」（＝「乾杯条例」）を寄与することを目的に、平成27年12月「信州の地酒普及促進・乾杯条例」（＝「乾杯条例」）を

制定しました。制定しました。制定しました。制定しました。

　つきましては、問１～３についてお伺いします。　つきましては、問１～３についてお伺いします。　つきましては、問１～３についてお伺いします。　つきましては、問１～３についてお伺いします。

問１問１問１問１ 　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。　「信州の地酒普及促進・乾杯条例」をご存知ですか。

（〇は１つ）（〇は１つ）（〇は１つ）（〇は１つ）

① ② ③

信州の地酒で乾杯している ⇒問４へ⇒問４へ⇒問４へ⇒問４へ

乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない

⇒問３へ⇒問３へ⇒問３へ⇒問３へ

特に気にしていない

お酒を飲まない/飲めない ⇒問４へ⇒問４へ⇒問４へ⇒問４へ

購入や注文を促進するＰＲキャンペーンの実施

飲食店やホテル・旅館での積極的な提供

販売・提供価格の引き下げ

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①

②

③

④

【参考】  乾杯条例に関する情報については、下記のホームページでご覧いただけます。

○「信州の地酒普及促進・乾杯条例」について

　　　アドレス　http://www.pref.nagano.lg.jp/jizake/sangyo/kanpai_law

問３問３問３問３ 　　　　問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にして問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にして問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にして問２で「②乾杯条例は知っているが、地酒で乾杯していない」または「③特に気にして

いない」を選ばれた方いない」を選ばれた方いない」を選ばれた方いない」を選ばれた方にお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでにお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでにお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んでにお伺いします。信州の地酒で乾杯するために、今後、取り組んで

ほしいことを選んでください。（〇はいくつでも）ほしいことを選んでください。（〇はいくつでも）ほしいことを選んでください。（〇はいくつでも）ほしいことを選んでください。（〇はいくつでも）

①

②

③

④
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（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ）（○はそれぞれ１つずつ）

※主ながん検診の内容について、ページ下部に説明がありますのでご参考にしてください。

【がんの予防・検診、がん相談支援センターについて】【がんの予防・検診、がん相談支援センターについて】【がんの予防・検診、がん相談支援センターについて】【がんの予防・検診、がん相談支援センターについて】

　長野県における『がん』による死亡者数は年間6,000人を超え、死因の第１位となっていま　長野県における『がん』による死亡者数は年間6,000人を超え、死因の第１位となっていま　長野県における『がん』による死亡者数は年間6,000人を超え、死因の第１位となっていま　長野県における『がん』による死亡者数は年間6,000人を超え、死因の第１位となっていま

す。県では『がん』の予防や早期発見を推進するため、がんに関する知識の普及や、がん検診のす。県では『がん』の予防や早期発見を推進するため、がんに関する知識の普及や、がん検診のす。県では『がん』の予防や早期発見を推進するため、がんに関する知識の普及や、がん検診のす。県では『がん』の予防や早期発見を推進するため、がんに関する知識の普及や、がん検診の

受診の啓発に取り組んでいます。受診の啓発に取り組んでいます。受診の啓発に取り組んでいます。受診の啓発に取り組んでいます。

　つきましては、問４～８についてお伺いします。　つきましては、問４～８についてお伺いします。　つきましては、問４～８についてお伺いします。　つきましては、問４～８についてお伺いします。

問４問４問４問４ 　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。　次の(1)から(5)までのがんについて、がん検診を定期的に受診していますか。

（　　年に１回）

(2)大腸がん

1

2 3 4

（　　年に１回）

①定期的に受診①定期的に受診①定期的に受診①定期的に受診

しているしているしているしている

（おおよその頻（おおよその頻（おおよその頻（おおよその頻

度もお答えくだ度もお答えくだ度もお答えくだ度もお答えくだ

さい）さい）さい）さい）

②定期的ではな②定期的ではな②定期的ではな②定期的ではな

いが受診したこいが受診したこいが受診したこいが受診したこ

とがあるとがあるとがあるとがある

③受診したこと③受診したこと③受診したこと③受診したこと

はないはないはないはない

④わからない④わからない④わからない④わからない

(1)胃がん

1

2 3 4

(4)子宮頸がん

（女性のみ）

1

2 3 4

（　　年に１回）

(3)肺がん

1

2 3 4

（　　年に１回）

（　　年に１回）

(5)乳がん

（女性のみ）

1

2 3 4

（　　年に１回）

※がん検診は、お勤め先、市町村、医療機関などで受診できる検診です（以下は主なが

ん検診）。

■胃がん検診

・胃部エックス線検査

バリウムを飲み、エックス線で胃を撮影します。

・胃内視鏡検査

胃の中を内視鏡で直接観察する検査です。

■大腸がん検診

・便潜血検査

便の中の血液反応から、大腸内の出血の有無を調べます。

■肺がん検診

・胸部エックス線検査

肺全体をエックス線で撮影します。

■子宮頸がん検診

・細胞診

子宮頸部の細胞を採取し、顕微鏡で診断します。

■乳がん検診

・乳房エックス線検査（マンモグラフィ）

乳房を装置ではさみ、圧迫してエックス線撮影します。
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がん検診の日時や場所に都合が合わないから

検診費用がかかるから

がんであるとわかるのがこわいから

心配なときは医療機関を受診できるから

検査に伴う苦痛に不安があるから

うっかり受診するのを忘れてしまっているから

がん検診の受け方がわからないから

がん検診の効果に疑問をもっているから

定期的に受診するのは面倒だから

理由はない/わからない

問５問５問５問５ 　　　　問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはな問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはな問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはな問４で、１つでも「②定期的ではないが受診したことがある」「③受診したことはな

い」「④わからない」を選ばれた方い」「④わからない」を選ばれた方い」「④わからない」を選ばれた方い」「④わからない」を選ばれた方にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由にお伺いします。がん検診を定期的に受診しない理由

について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも）について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも）について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも）について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも）

①

②

③

④

問６問６問６問６ 　がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。　がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。　がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。　がんの予防について、以下のような取組が有効ですが、ご存知ですか。

　項目ごとにあてはまるものを選んでください（○はそれぞれ１つずつ）　項目ごとにあてはまるものを選んでください（○はそれぞれ１つずつ）　項目ごとにあてはまるものを選んでください（○はそれぞれ１つずつ）　項目ごとにあてはまるものを選んでください（○はそれぞれ１つずつ）

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

※１　１日の目安として日本酒なら１合、焼酎（25度）なら0.6合、ビールなら大瓶１本、ワインならグラス２杯まで

※２　運動の目安は、歩行などの身体活動を１日60分、また、息がはずみ汗をかく程度の運動を、１週間に

60分程度です。

※３　肥満度を表す指標であるBMIは、体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）の二乗により求めます。

35歳以上の方の目標値は、男性ではBMI21～27未満、女性ではBMI21～25未満です。

※４　肝炎ウイルス、ヒトパピローマウイルス、ヘリコバクターピロリ（ピロリ菌）などのウイルスが該当します。

　予防方法：　予防方法：　予防方法：　予防方法： 心がけている心がけている心がけている心がけている 知っている知っている知っている知っている 知らない知らない知らない知らない

① たばこは吸わない 1 2 3

② 他人のたばこの煙をできるだけ避ける 1 2 3

③ お酒を飲むときは適量を心がける（※１） 1 2 3

④ 肉と魚をバランス良く食べる 1 2 3

⑤ 塩辛い食品は控えめにする 1 2 3

⑥ 野菜や果物を豊富に（1日350グラム以上）食べる 1 2 3

⑦ 適度に運動する（※２） 1 2 3

⑧ 適切な体重を維持する（※３） 1 2 3

⑨ ウイルスや細菌の感染予防と治療（※４） 1 2 3
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知っている

⇒問８へ⇒問８へ⇒問８へ⇒問８へ

聞いたことがある

知らない ⇒問９へ⇒問９へ⇒問９へ⇒問９へ

あなたがお住まいの地域のがん相談支援センター設置病院がどこか

その病院に通院していなくても、誰でも無料で利用できること

地域の病院の診療機能、入院・外来の待ち時間に関する情報提供を行っていること

診療従事者（医師等）の専門分野・経歴等に関する情報提供を行っていること

セカンドオピニオン（※）の提示が可能な医師の紹介を行っていること

※　セカンドオピニオン･･･治療方法などについて現在の主治医以外の医師に意見を求めること

がん患者の療養上の相談を行っていること

仕事に関する相談（会社の休業制度や就労支援など）を行っていること

問８問８問８問８ 　　　　問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問７で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。にお伺いします。にお伺いします。にお伺いします。

「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○は「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○は「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○は「がん相談支援センター」について、あなたが知っていることを選んでください。（○は

いくつでも）いくつでも）いくつでも）いくつでも）

①

問７問７問７問７ 　県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院な　県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院な　県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院な　県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院な

どに「がん相談支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」どに「がん相談支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」どに「がん相談支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」どに「がん相談支援センター」が設置されています。あなたは「がん相談支援センター」

をご存知ですか。（○は１つ）をご存知ですか。（○は１つ）をご存知ですか。（○は１つ）をご存知ですか。（○は１つ）

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

アスベストによる肺がん等に関する医療相談を行っていること

【参考】  長野県のがんに関する情報については、下記のホームページでご覧いただけます。

⑧

○長野県のがん情報

　　アドレス　http://www.pref.nagano.lg.jp/hoken-shippei/gan/index.html

※がん相談支援センターとは

がん診療連携拠点病院等が設置する「がん相談支援センター」では、患者さんやご家族の不

安や疑問に適切に対応するため、看護師などの専門の相談員を配置し、面談や電話などによ

り、がんに関する医療情報の提供、地域の医療機関の紹介、就労やセカンドオピニオンなどに

関する相談に応じています。

＜がん相談支援センターを設置する医療機関＞

地域 医療機関名 地域 医療機関名

佐久 佐久総合病院佐久医療センター 松本 信州大学医学部附属病院

上小 信州上田医療センター 松本 相澤病院

諏訪 諏訪赤十字病院 大北 北アルプス医療センターあづみ病院

上伊那 伊那中央病院 長野 長野赤十字病院

飯伊 飯田市立病院 長野 長野市民病院

木曽 木曽病院 北信 北信総合病院
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知っている　　　　⇒　問10、11へ⇒　問10、11へ⇒　問10、11へ⇒　問10、11へ

聞いたことがある　⇒　問11へ⇒　問11へ⇒　問11へ⇒　問11へ

知らない　　　　　⇒　問12へ⇒　問12へ⇒　問12へ⇒　問12へ

養育里親、養子縁組里親といった種類があることも知っていた

養子縁組里親は知っていたが、養育里親は知らなかった

制度があるということだけを知っていた

①

②

③

問10問10問10問10 　　　　問９で「①知っている」を選ばれた方問９で「①知っている」を選ばれた方問９で「①知っている」を選ばれた方問９で「①知っている」を選ばれた方にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程にお伺いします。里親制度の詳細についてどの程

度ご存知ですか。（〇は１つ）度ご存知ですか。（〇は１つ）度ご存知ですか。（〇は１つ）度ご存知ですか。（〇は１つ）

①

【里親制度について】【里親制度について】【里親制度について】【里親制度について】

　さまざまな事情で、実の親のもとで暮らすことのできない子どもを家族の一員として迎え、家　さまざまな事情で、実の親のもとで暮らすことのできない子どもを家族の一員として迎え、家　さまざまな事情で、実の親のもとで暮らすことのできない子どもを家族の一員として迎え、家　さまざまな事情で、実の親のもとで暮らすことのできない子どもを家族の一員として迎え、家

庭的な雰囲気の中で子どもを育ててくださる方を「里親」といいます。庭的な雰囲気の中で子どもを育ててくださる方を「里親」といいます。庭的な雰囲気の中で子どもを育ててくださる方を「里親」といいます。庭的な雰囲気の中で子どもを育ててくださる方を「里親」といいます。

　里親には、大きく分けると「養育里親（法律上は親子にはならず、一定期間子どもを養育す　里親には、大きく分けると「養育里親（法律上は親子にはならず、一定期間子どもを養育す　里親には、大きく分けると「養育里親（法律上は親子にはならず、一定期間子どもを養育す　里親には、大きく分けると「養育里親（法律上は親子にはならず、一定期間子どもを養育す

る）」と「養子縁組里親（法律上、実の親子になることを前提とする）」の２種類があり、県内る）」と「養子縁組里親（法律上、実の親子になることを前提とする）」の２種類があり、県内る）」と「養子縁組里親（法律上、実の親子になることを前提とする）」の２種類があり、県内る）」と「養子縁組里親（法律上、実の親子になることを前提とする）」の２種類があり、県内

では、平成２７年末現在１９６世帯に登録をいただいています。では、平成２７年末現在１９６世帯に登録をいただいています。では、平成２７年末現在１９６世帯に登録をいただいています。では、平成２７年末現在１９６世帯に登録をいただいています。

　県では、平成２７年３月に「長野県家庭的養護推進計画」を策定し、里親を増やすことを目指　県では、平成２７年３月に「長野県家庭的養護推進計画」を策定し、里親を増やすことを目指　県では、平成２７年３月に「長野県家庭的養護推進計画」を策定し、里親を増やすことを目指　県では、平成２７年３月に「長野県家庭的養護推進計画」を策定し、里親を増やすことを目指

しています。しています。しています。しています。

　つきましては、問９～11についてお伺いします。　つきましては、問９～11についてお伺いします。　つきましては、問９～11についてお伺いします。　つきましては、問９～11についてお伺いします。

問９問９問９問９ 　里親制度をご存知ですか。（〇は１つ）　里親制度をご存知ですか。（〇は１つ）　里親制度をご存知ですか。（〇は１つ）　里親制度をご存知ですか。（〇は１つ）

②

③

テレビ

ラジオ

新聞記事

市町村の広報誌

インターネットのホームページ

親、親戚、友人など身近な人から

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③

④

⑤

⑥

⑦

【参考】  里親制度の詳細については、下記のホームページでご覧いただけます。

問11問11問11問11 　　　　問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方問９で「①知っている」または「②聞いたことがある」を選ばれた方にお伺いします。にお伺いします。にお伺いします。にお伺いします。

里親制度をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（〇は１つ）里親制度をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（〇は１つ）里親制度をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（〇は１つ）里親制度をどこでお知りに（お聞きに）なりましたか。（〇は１つ）

①

②

○長野県「里親支援事業について」

　　アドレス　http://www.pref.nagano.lg.jp/kodomo-katei/kyoiku/jidofukushi/fukushi/satoya.html
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名称、税額を知っており、使い道もよく知っている

名称、税額を知っており、使い道もある程度知っている

名称、税額は知っているが、使い道はよくわからない

名称は知っているが、税額や使い道は知らない

名称、税額、使い道ともに知らない

①

②

③

④

⑤

問13問13問13問13 　県では森林税を活用した里山の森林整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森　県では森林税を活用した里山の森林整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森　県では森林税を活用した里山の森林整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森　県では森林税を活用した里山の森林整備の他に、地域の木材を利用を促進する取組、森

林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組

【長野県の森林・林業について】【長野県の森林・林業について】【長野県の森林・林業について】【長野県の森林・林業について】

　県土の８割を占め、県民共通の財産である森林を守り育てるため、県では平成20年度から、長　県土の８割を占め、県民共通の財産である森林を守り育てるため、県では平成20年度から、長　県土の８割を占め、県民共通の財産である森林を守り育てるため、県では平成20年度から、長　県土の８割を占め、県民共通の財産である森林を守り育てるため、県では平成20年度から、長

野県森林づくり県民税（以下「森林税」）を導入し、手入れの遅れた里山の整備を進めていま野県森林づくり県民税（以下「森林税」）を導入し、手入れの遅れた里山の整備を進めていま野県森林づくり県民税（以下「森林税」）を導入し、手入れの遅れた里山の整備を進めていま野県森林づくり県民税（以下「森林税」）を導入し、手入れの遅れた里山の整備を進めていま

す。す。す。す。

　また、森林資源の充実に併せ、その利用を一層進めるため、「森林県」から「林業県」を目標　また、森林資源の充実に併せ、その利用を一層進めるため、「森林県」から「林業県」を目標　また、森林資源の充実に併せ、その利用を一層進めるため、「森林県」から「林業県」を目標　また、森林資源の充実に併せ、その利用を一層進めるため、「森林県」から「林業県」を目標

に挙げ、今年度より、需要者ニーズに即した森林・林業のあり方を、木材の「地消地産」としてに挙げ、今年度より、需要者ニーズに即した森林・林業のあり方を、木材の「地消地産」としてに挙げ、今年度より、需要者ニーズに即した森林・林業のあり方を、木材の「地消地産」としてに挙げ、今年度より、需要者ニーズに即した森林・林業のあり方を、木材の「地消地産」として

検討する「信州の木自給圏構築事業」を進めています。検討する「信州の木自給圏構築事業」を進めています。検討する「信州の木自給圏構築事業」を進めています。検討する「信州の木自給圏構築事業」を進めています。

　つきましては、問12～15についてお伺いします。　つきましては、問12～15についてお伺いします。　つきましては、問12～15についてお伺いします。　つきましては、問12～15についてお伺いします。

問12問12問12問12 　県では、平成20年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、　県では、平成20年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、　県では、平成20年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、　県では、平成20年度から森林税を導入し、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐため、

県民の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（H20～H27）で約２万９千ｈａの里山の森県民の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（H20～H27）で約２万９千ｈａの里山の森県民の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（H20～H27）で約２万９千ｈａの里山の森県民の皆様の御協力のもと、現在までの８年間（H20～H27）で約２万９千ｈａの里山の森

林整備を進めました。林整備を進めました。林整備を進めました。林整備を進めました。

　以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選　以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選　以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選　以前から、森林税の名称、税額、使い道についてご存じでしたか。あてはまるものを選

んでください。（○は１つ）んでください。（○は１つ）んでください。（○は１つ）んでください。（○は１つ）

関心は高まった

どちらかといえば関心は高まった

変わらない

どちらかといえば関心が低くなった

関心が低くなった

わからない

林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組林や木材について学ぶ活動（木育活動）への支援や市町村が独自に行う森林づくりの取組

に対する支援等を行っています。に対する支援等を行っています。に対する支援等を行っています。に対する支援等を行っています。

　このような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しました　このような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しました　このような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しました　このような様々な取組を通じて、長野県の森林に対するあなたの関心は変化しました

か。あてはまるものを選んでください。（○は１つ）か。あてはまるものを選んでください。（○は１つ）か。あてはまるものを選んでください。（○は１つ）か。あてはまるものを選んでください。（○は１つ）

①

②

③

④

⑤

⑥
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現在住んでいる市町村産の木材を使いたい

長野県産の木材を使いたい

国産の木材を使いたい

木材を使いたいが、産地にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい（木造以外の建築にしたい）

わからない

現在住んでいる市町村産の木材で地元加工された製品を使いたい

長野県産の木材で県内加工された製品を使いたい

国産の木材で国内加工された製品を使いたい

木材を使いたいが、産地と加工された場所にはこだわらない

木材以外の材料を使いたい

わからない

問14問14問14問14 　長野県内の森林で生産された木材を「長野県産材」と言います。県では、木造住宅の建　長野県内の森林で生産された木材を「長野県産材」と言います。県では、木造住宅の建　長野県内の森林で生産された木材を「長野県産材」と言います。県では、木造住宅の建　長野県内の森林で生産された木材を「長野県産材」と言います。県では、木造住宅の建

築など、県産材を利用する取組に支援をしています。あなたが仮に住宅を建築またはリ築など、県産材を利用する取組に支援をしています。あなたが仮に住宅を建築またはリ築など、県産材を利用する取組に支援をしています。あなたが仮に住宅を建築またはリ築など、県産材を利用する取組に支援をしています。あなたが仮に住宅を建築またはリ

フォームされる場合、使用する材料とその産地についてどうお考えですか。 あてはまるフォームされる場合、使用する材料とその産地についてどうお考えですか。 あてはまるフォームされる場合、使用する材料とその産地についてどうお考えですか。 あてはまるフォームされる場合、使用する材料とその産地についてどうお考えですか。 あてはまる

ものを選んでください。（○は1つ）ものを選んでください。（○は1つ）ものを選んでください。（○は1つ）ものを選んでください。（○は1つ）

①

③

④

⑤

⑥

問15問15問15問15 　家具、食器等について使用する材料の産地と加工された場所をどうお考えですか。 あ　家具、食器等について使用する材料の産地と加工された場所をどうお考えですか。 あ　家具、食器等について使用する材料の産地と加工された場所をどうお考えですか。 あ　家具、食器等について使用する材料の産地と加工された場所をどうお考えですか。 あ

てはまるものを選んでください。（○は1つ）てはまるものを選んでください。（○は1つ）てはまるものを選んでください。（○は1つ）てはまるものを選んでください。（○は1つ）

②

④

⑤

⑥

①

②

③

わからない

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない

⑥

【男女共同参画に関する意識について】【男女共同参画に関する意識について】【男女共同参画に関する意識について】【男女共同参画に関する意識について】

　県では、誰もが性別によって制約されることなく、個性と能力を十分に発揮することができる社　県では、誰もが性別によって制約されることなく、個性と能力を十分に発揮することができる社　県では、誰もが性別によって制約されることなく、個性と能力を十分に発揮することができる社　県では、誰もが性別によって制約されることなく、個性と能力を十分に発揮することができる社

会の実現を目指して、「第４次長野県男女共同参画計画」（計画期間 平成28年度～32年度）に基会の実現を目指して、「第４次長野県男女共同参画計画」（計画期間 平成28年度～32年度）に基会の実現を目指して、「第４次長野県男女共同参画計画」（計画期間 平成28年度～32年度）に基会の実現を目指して、「第４次長野県男女共同参画計画」（計画期間 平成28年度～32年度）に基

づき、施策を実施しております。づき、施策を実施しております。づき、施策を実施しております。づき、施策を実施しております。

　つきましては、問16～17についてお伺いします。　つきましては、問16～17についてお伺いします。　つきましては、問16～17についてお伺いします。　つきましては、問16～17についてお伺いします。

問16問16問16問16  次の(1)から(4)までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの 次の(1)から(4)までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの 次の(1)から(4)までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの 次の(1)から(4)までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの

お考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）お考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）お考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）お考えに最も近いと思うものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）

わからない

(1)家庭生活 1 2 3 4 5 6

男性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男女平等で

ある

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

優遇されて

いる

6

(3)地域活動の場

（自治会やNPOなど）

1 2 3 4 5 6

(2)職場 1 2 3 4 5

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうとざいました。

6

問17問17問17問17  「男は仕事、女は家庭」という、性別によって役割を固定する考え方について、あなた 「男は仕事、女は家庭」という、性別によって役割を固定する考え方について、あなた 「男は仕事、女は家庭」という、性別によって役割を固定する考え方について、あなた 「男は仕事、女は家庭」という、性別によって役割を固定する考え方について、あなた

はどう思いますか。（○は１つ）はどう思いますか。（○は１つ）はどう思いますか。（○は１つ）はどう思いますか。（○は１つ）

① ② ③ ④ ⑤

(4)社会全体として 1 2 3 4 5
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